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令和７年度埼玉県和光市国民健康保険特別会計決算について  
 

 
　１　令和７年度国民健康保険特別会計決算の状況  

歳入及び歳出は直近３年間でほぼ横ばいの状況であるが、実質収支のマイナスは近

年拡大している。これは、第３期和光市国民健康保険事業計画に基づき、法定外繰入金

（その他一般会計繰入金）を令和８年度までに解消すること及び基金残高を令和６年

度から令和８年度で不足する保険税収納額に充当する取組によるものである。  

 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　単位：千円  

　　※　端数の関係上、増減額や合計等の数値がずれることがある。  
※　形式収支＝歳入合計－歳出合計  

　　※　実質的な収支＝形式収支－繰越金－基金繰入金－その他一般会計繰入金＋基金積立金  

 
２　被保険者数の状況（年度平均）  

　　　被保険者数は、前年度と比較し減少している。  
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　単位：人、％  

 
 
 

 

 R06 R07 増減

 予算現額 6,725,094 6,835,810 110,716
 歳入合計 6,769,749 6,802,510 32,761
 歳出合計 6,406,841 6,450,274 43,433
 形式収支 362,908 352,236 △10,672
 繰越金 354,793 362,909 8,116
 基金繰入金 477,937 543,261 65,324
 その他一般会計繰入金 60,000 40,000 △20,000
 基金積立金 290,994 290,895 △99
 実質的な収支 △238,828 △303,039 －

 R06 R07 増減 増減率

 被保険者数 12,408 12,080 △328 △2.64
 　再掲　前期高齢者 4,066 3,819 △247 △6.07
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３　医療費の推移  
近年、被保険者数が減少し、医療費（総額）も減少しているが、被保険者数の減少

幅の方が大きいため、一人当たり医療費は増加傾向にある。一人当たり医療費の増加

は、入院とそれに伴う食事及び訪問看護において顕著である。　  

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

単位：円、％  

　　  
４　国民健康保険税の賦課、収納状況（現年度分）  

　　　被保険者数が減少しているが、令和７年度に税率改正を行っていることから、前年

と比較して全体の調定額及び収入額は増加しているが、収納率は減少している。  

 
ア　賦課区分状況　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　単位：円、％  

　　  
イ　合計  

 R06 R07 増減率

 医療費 4,574,419,520 4,567,523,728 △0.15
 一人当たり医療費 368,667 378,106 2.56
 【内訳】入院 127,487 134,112 5.20
 　　　　入院外 131,055 132,202 0.88
 　　　　歯科 28,556 28,920 1.27
 　　　　調剤 64,884 64,825 △0.09
 　　　　食事 4,377 5,112 16.79
 　　　　訪問看護 7,559 8,275 9.47
 　　　　療養費 4,749 4,661 △1.85

 区分 調定額 収入額 収入未済額 収納率

 医療分 1,021,969,402 956,821,362 65,148,040 93.30
 支援分 368,960,776 344,389,280 24,571,496 93.22
 介護分 131,757,322 122,684,721 9,072,601 93.03

 調定額 収入額 収入未済額 収納率

 R07 1,522,687,500 1,423,895,363 98,792,137 93.25
 R06 1,491,715,100 1,403,526,327 88,188,773 93.87
 増減率 2.08 1.45 12.02 △0.62


